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京滋バイパス建設工事

宇
治

ト
ン
ネ
ル

西
坑
口
も
掘
削
へ
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昭
和
六
十
二
年
度
完
成
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
、
市
内
初
め
て
の
自

動
車
専
用
道
路
。
京
滋
バ
イ
パ
ス
”
建
設
工
事
（
建
設
省
・
日
本
道
路
公
団
が
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行
）
は
、
こ
の
ほ
ど
宇
治
川
橋
の
下
部
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
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十
九
年
六
月
か
ら
着
工
し
て
い
る
宇
治
ト
ン
ネ
ル
は
、
東
坑
口
に
続
い
て
西
坑

　
ま
し
た
。
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京
Ｅ
バ
イ
パ
ス
宇
治
川
橋
は
、

市
が
設
こ
し
て
い
る
水
管
橋
の
下

流
約
三
七
〇
む
の
、
横
島
町
大
島

（
右
岸
）
か
ら
横
島
町
郡
（
左
岸
）

の
間
に
設
置
。
総
延
長
四
四
〇
・

四
μ
（
宇
治
川
檎
二
九
四
・
六
討

と
平
町
高
架
橋
一
四
五
・
八
μ
）
、

幅
員
は
二
７
四
μ
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
肯
エ
し
た
の
は
橋
の

下
部
工
事
で
、
橋
脚
二
十
九
基
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
六
十
一
年
中
に

は
下
部
工
事
に
続
い
て
上
部
工
事

に
入
り
、
六
十
二
年
度
の
完
成
に
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京滋バイパスルート・宇治川付近図

四
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
で
す
。

　
市
内
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、

笠
取
、
荒
県
横
島
に
設
け
ら
元

ま
す
。
ま
た
、
苛
疸
の
府
道
京
都

宇
治
線
か
ら
枚
方
バ
イ
パ
ス
ま
で

の
六
・
四
♂
メ
ー
ト
ル
に
は
、
京

滋
バ
イ
パ
ス
と
並
行
し
て
両
側
に

側
道
が
つ
く
ら
五
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
京
滋
バ
イ
パ
ス

は
、
市
内
の
交
通
混
雑
の
緩
和
と

山
間
部
の
振
興
夕
通
め
る
道
路
と

し
て
、
六
十
二
年
度
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。

▲京滋バイパス・宇治トンネル西坑口

掲載写真を募集しますＯ

61年度版

　61年度版｢市民カレンダーと手びき｣

　(発行・宇治市)に掲載する写真を、

広く市民の皆さんから募集します。あ

なたの力作をお寄せください。

　■テーマ…｢四季を通じた市民のふ

れあい｣｡市の行事や観光行事を通じて、

市民のふれあいの様子を季節感を入れ

て　朧応募資格…市民と市内に通IJ ･

通学する人　■規格…カラープリント

(キャビネ)1人１点(原版ポジ・ネガ

も同時提出)｡未発表の新しい作品で単

写真　Ｉ受付期間…昭和61年１月６日

(月)～18日(土)。

問い合わせ　広報課。

417

向
け
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
、
宇
治
ト
ン
ネ
ル
（
二
尾

勢
ノ
谷
～
薗
尨
東
隼
上
り
、
全
長

四
・
三
ぷ
）
は
、
五
十
九
年
六
月

に
着
工
し
た
東
坑
口
に
続
い
て
、

こ
と
し
一
月
か
ら
西
坑
口
の
掘
削

工
事
に
着
手
１
　
ま
し
た
。

　
西
坑
口
か
ら
の
エ
事
は
、
五
ヶ

庄
五
雲
峰
の
西
南
部
山
裾
か
ら
東

坑
口
に
向
か
っ
て
約
丁
吾
ｔ
進

め
ら
れ
、
六
十
二
年
秋
ご
ろ
に
は

貫
通
す
る
予
定
で
す
。

　
宇
治
ト
ン
ネ
ル
は
、
京
Ｅ
バ
イ

▲京滋バイパス・宇治川橋下部工事（宇治川左岸）

パ
ス
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
た

め
、
非
常
駐
車
帯
、
避
難
連
絡
坑

が
設
け
ら
れ
る
外
、
換
気
方
式
は
、

上
り
線
が
集
じ
ん
機
付
き
立
坑
送

排
気
型
縦
流
式
、
下
り
線
は
集
中

排
気
型
縦
流
式
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
京
滋
バ
イ
パ
ス
は
、
滋
賀
県
草

津
市
か
瓜
ｆ
治
市
内
を
通
っ
て
京

都
府
久
御
山
町
に
至
る
延
長
二
七

‘
Ｅ
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
う
ち
大
津
市

瀬
田
の
名
神
高
速
道
路
か
ら
久
御

山
町
市
田
中
観
世
の
国
道
2
4
号
線

大
久
保
バ
イ
パ
ス
北
進
部
交
差
点

ま
で
の
一
九
・
ヌ
メ
ー
ト
ル
は
、

給
油
は
、
火
を
消
し
て
か
ら

　ことしに入り、市内で九件（死者２人）も火災

が発生。特に、年末年始の２週間に石油ストーブ

の給油中に起こった火災が３件発生しています。

その原因は、いずれもストーブの火を消さなかっ

たため。漏れた灯油にストーブの火が引火し大火

災になったものです。石油ストーブの火災を出さ

ないために、「防火の４チェック」を守り、゛必ず

ストーブの火を消してから給油するごこぼれた油

はよくふき取る､、などを励行しましょう。また、

放火による火災も増えています。家の周りなどに

燃えやすい物を置かないように注意しましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（消防本部）

石油ストーブ

の火災続発

防災の４チェック防火の4チェック防火の4チェック　智江万言j¨ヽ

　　1.場所は危険でないか

ﾉｽﾞﾙ　言　　　　皐

　詣
繍

　　　　2.器具は安全か

　対震装置は正常か､ﾊﾞﾙﾌﾞの故障はな

いか……な遍

　　　4.あと始末は完全か

　コックは完全に閉まっているか、火は

完全に消えている力………など。

　　　　蚤

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

宇治川橋下部工事始ま

る
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「
み
そ
作
り
教
室
」

木
幡
・
小
倉
両
公
民
館
で

　
加
工
食
品
が
多
く
出
回
っ
て
い
る
今
日
、
無
添
加
の
自
然
食

晶
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
低
塩
分
・
無
添
加
み
そ
の
手
作
り

を
通
じ
、
て
、
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
木
幡
、
小
倉

両
公
民
館
で
、
こ
う
じ
作
り
か
ら
始
め
ま
す
。

▲共同作業で米こうじ作り(59年２月、木幡公民館で）

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
塩
化
ビ
ニ

ー
ル
、
陶
器
な
＾
J
？
:
使
用
さ
れ

ま
す
。
敷
設
工
法
と
し
て
地
上

か
ら
掘
削
す
る
オ
ー
プ
ン
カ
″

ト
エ
法
が
一
般
的
で
す
か
、
状

況
に
よ
っ
て
は
地
中
で
の
管
の

押
し
込
み
や
、
シ
ー
ル
ド
（
ト

ン
ネ
ル
）
工
法
が
採
用
さ
れ
る

〈
木
幡
公
民
館
〉

　
▼
と
き
・
・
・
（
こ
ラ
じ
作
り
）
２

月
2
5
日
側
、
午
後
１
時
半
～
４
時
。

　
（
み
そ
作
り
）
２
月
2
7
日
出
、
午

前
1
0
時
～
正
午
。
こ
の
ほ
か
２
月

2
5
日
午
前
、
2
6
R
午
前
と
午
後
に

交
代
で
準
備
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公

民
館
▼
講
師
・
・
・
牛
活
改
善
グ
ル
ー

プ
、
村
田
叔
子
さ
ん
▼
費
用
・
：
材

料
代
八
百
円
▼
持
参
品
・
：
筆
記
用

具
、
エ
プ
ロ
ン
▼
対
象
・
・
・
市
内
在

住
で
準
備
に
も
参
加
で
き
る
人
▼

定
員
・
・
1
5
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込

み
・
・
・
木
幡
公
民
館
（
木
幡
内
畑
3
4

の
７
・
豊
⑩
8
2
9
0
）
へ
材
料
代

夕
添
え
て
、
本
人
が
直
接
采
館
で
。

　
　
取
　
付
　
管

　
各
家
庭
か
ら
本
管
ま
で
を
つ

な
ぐ
枝
管
を
取
付
管
と
い
い
ま

す
。
取
付
管
は
、
本
管
の
分
岐

部
か
ら
接
続
ま
ま
公
共
汚
水

ま
ず
）
ま
で
市
で
敷
設
し
管
理

り
子
。

都
市
生
活
支
え
る
静
脈

握
君
あ
皇
子
。

　
　
マ
ン
ホ
ー
ル

　
マ
ン
ホ
ー
ル
は
、
下
水
管
の

検
査
、
清
掃
、
修
理
な
ど
を
行
う

た
め
の
出
入
口
で
す
。
マ
ン
ホ

ー
ル
の
底
に
は
、
汚
水
が
流
れ

や
す
い
ぶ
つ
に
、
な
だ
ら
か
な

溝
（
イ
ン
バ
ー
ト
）
が
切
り
込
ま

土
地
の
自
然
な
高
低
で
流
す
こ

と
が
不
可
能
な
場
合
に
、
ポ
ン

プ
で
ぐ
み
上
げ
て
処
理
場
へ
送

り
ま
す
。
ポ
ン
プ
場
は
、
浸
水

し
て
も
容
易
に
は
故
障
し
な
い

ぶ
コ
、
丈
夫
に
造
Ｇ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
運
転
は
ほ
と

ん
ど
目
動
制
御
装
置
で
行
わ
れ

卓
子
。

］
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：
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一

一
・
下
水
道
事
業
の
推
進
一

一
　
で
快
適
な
生
活
を
　
一

・

１

● -

い
毒
了
。

　
　
　
　
◇

　
取
付
管
や
接
続
車
ｙ
は
、
公

共
下
水
道
施
設
で
す
が
、
各
家

庭
の
専
用
排
水
管
で
も
あ
る
の

で
、
各
家
庭
で
貴
任
を
持
っ
て

使
用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

台
所
の
ゴ
ミ
・
油
、
土
砂
な
ど

逗
叩
匹
せ
な
い
ぷ
コ
、
日
ご

み
か
尽
意
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
　
　
　
（
下
水
道
課
）

に
つ
い
て
の
読
書
相
談
コ
↓
よ

を
同
時
に
開
い
て
い
ま
す
。
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
（
小
倉
公
民
館
）

お
知
ら
せ

　
市
・
府
民
税

　
申
告
は
お
早
目
に

　
二
月
土
〈
日
か
ら
市
・
府
民
税

と
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
け
付

け
が
始
ま
り
毒
Ｔ
。
三
月
十
五
日

の
申
告
期
限
の
間
際
に
は
、
受
け

付
け
が
大
変
混
雑
し
未
了
。
申
告

は
お
早
目
に
。

　
市
で
は
、
里
覇
間
中
は
土
曜

日
も
午
後
五
時
ま
で
驀
符
け
て

ぃ
ま
ｙ
。
ま
た
、
市
内
各
所
で
出

張
受
け
付
け
も
行
い
未
了
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
年
中
に
所
得
の
無
か

っ
た
人
に
も
、
税
務
事
務
の
手
続

良
医
、
里
用
紙
を
お
傅
￥
る

場
合
が
あ
り
卓
子
。
申
告
用
紙
裏

老
人
世
帯
や
身
障
者
な
ど
へ

健
保
一
割
負
担
の
助
成

　
健
康
保
険
法
の
改
正
で
、
昭
和

五
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
被
用
者

保
険
本
人
の
医
療
費
に
一
割
の
負

担
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は

健
保
本
人
の
内
、
次
の
該
当
者
に

こ
の
一
割
負
担
分
を
五
十
九
年
十

月
一
日
に
さ
か
の
ぽ
り
助
成
し
ま

す
。
ま
だ
申
請
し
て
い
な
い
人
は
、

　
「
健
康
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」
を

持
っ
て
、
福
祉
事
務
所
社
会
課
ま

で
お
越
１
　
て
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

こ
の
制
度
は
五
十
八
年
中
の
所
得

が
限
度
額
夕
疏
え
る
場
合
や
、
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合

i
i
H
＼
ｉ
？
.
i
2
i
u
i
p
i
i
ｒ

"
　
p
i
i
n
)
^
ｉ
＊
r
-
Ｒ
-
t
ａ
;

Ｗ
者
ひ
等
級
が
三
級
の
４
体
障
害

心
で
中
度
の
精
神
薄
弱
者
（
6
5
歳

｀
で
）
。
（
母
子
家
庭
）
・
・
ふ

1 8
歳
ま

じ
の
子
が
ｙ
小
学
生
か
痔
っ
ほ

Ｍ
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
最
近
、
市
内
で
学
習
教
材

（
参
考
書
な
ど
）
の
家
庭
訪
問
販

売
が
行
り
れ
、

そ
の
中
に
は
学

校
や
先
生
が
薦

め
て
い
る
か
の

ぷ
つ
に
宣
伝
す

る
業
者
が
多
数

目
立
っ
て
い
ま

す
。

　
教
育
委
員
会

や
小
・
中
学
校

で
は
、
特
定
の

販
売
業
者
に
児

童
生
徒
を
紹
介

し
た
り
、
特
定

商
品
か
母
一
薦
す

ご注意

る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

訪
問
販
売
に
よ
る
苦
情
に
は
、

し
つ
こ
く
て
強
引
、
長
時
間
話

し
込
む
、
公
的
機
関
推
奨
を
装

　
　
　
之
苔
が
あ
り

　
　
　
ま
ず
。
特
に
、

学習教材の悪質訪問販売

学
習
教
材
の
訪

問
販
売
で
は
、

　
「
授
業
に
つ
い

て
ゆ
け
な
い
」

　
「
一
人
取
り
残

さ
れ
る
」
な
ど

と
、
保
護
者
心

理
を
揺
さ
振
る

行
き
過
ぎ
た
も

　
　
　
　
　
被
害
に
φ
つ
こ

と
が
無
い
ぷ
つ
、
十
分
に
注
意

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
こ
の
よ
シ
な
学
習
教

材
の
訪
問
販
売
で
困
っ

て
い
る
人
は
、
各
学
校

や
市
役
所
商
工
観
光
課

消
費
生
活
係
、
ま
た
は

教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
学
校
教
育
課
）

乗
車
券
引
換
証
の
交
付
請
求
m

け
付
け
て
い
ま
す
。
戦
傷
病
者
の

認
定
か
受
け
て
い
る
人
で
交
付
を

ご
希
望
の
人
は
、
戦
傷
病
者
手
帳

　
（
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

人
は
そ
の
壬
唄
も
合
わ
せ
て
）
と

印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
福
祉
事

務
所
社
会
課
ま
で
。
（
社
会
課
）

　
社
会
教
育
研
究
集
会

　
十
二
回
目
の
今
回
は
、
「
家
庭
の

諸
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
家
庭
で
の

互
い
の
役
割
や
地
域
と
の
か
か
わ

り
に
つ
い
て
考
公
子
。

　
▼
と
き
・
：
２
月
Ｕ
岫
、
午
後

零
時
～
ｔ
時
▼
と
こ
ろ
…
宇
治
市

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
▼
対
象
・
：
市

民
と
襲
薮
育
関
係
団
体
な
ど
の

関
係
者
▼
内
容
・
：
基
調
報
告
（
家

庭
の
諸
問
題
）
▼
講
師
・
・
・
甲
南
女

軍
ハ
学
教
授
、
宮
城
宏
さ
ん
▼
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
司
会
・
・
・

社
会
教
育
委
員
、
笠
嶋
教
瑞
令
へ

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）
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暮らしと下水道

公民館のお知らせ

道路下の

下水管

下
水
管

　
道
路
は
人
や
車
が
通
行
す
る

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
下
水

道
を
は
じ
応
と
し
て
、
水
道
、

ガ
ス
、
電
話
、
電
気
な
ど
の
通

路
と
し
て
も
利
用
さ
れ
。
現
代

の
都
市
生
活
を
支
え
て
い
季
子
。

　
　
下
　
水
　
管

　
下
水
管
は
道
路
の
下
に
深
ぐ

埋
め
ら
れ
、
一
定
の
こ
う
配
を

保
ち
な
が
ら
汚
水
を
処
理
場
ま

で
流
す
役
目
奎
果
た
し
て
い
ま

す
。
下
水
管
の
材
料
に
は
、
鉄

マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
場

れ
て
い
未
丁
。
ま
た
、
マ
ン
ホ

ー
ル
ふ
た
に
は
特
殊
な
鋳
鉄
が

使
用
さ
れ
、
重
車
両
の
通
過
に

も
耐
え
ら
れ
る
ぶ
つ
に
な
っ
て

い
ま
ず
。

　
　
ポ
ン
プ
場

　
下
水
管
の
中
を
通
る
汚
水
を

取
付
管

接
続
ま
す

（
公
共
汚
水
ま
す
）

　
接
続
ま
す

　
（
公
共
汚
水
ま
す
）

　
風
呂
場
や
水
洗
ト
イ
レ
な
べ

各
家
庭
の
排
水
設
備
と
取
付
管

と
の
結
合
部
に
設
群
Ｉ
子
。

こ
の
ま
ず
は
宅
地
内
に
市
が
設

置
し
て
管
理
す
る
と
こ
る
か
ら
、

公
共
汚
水
未
了
と
も
呼
ば
れ
て

ジ
ュ
ニ
ア
歴
史
教
室

お
話
し
会

在
宅
障
害
者

テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

素
顔
の
宇
治

み
て
あ
る
記

少
年
少
女

陸
上
競
技
教
室

教
育
長
杯
弓
道
大
会

３
）
へ
３
月
1
　
1
は
側
ま
で
に
必
着

の
こ
と
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
教
育
長
杯
弓
道
大
会

　
▼
と
き
…
３
月
2
4
日
間
、
午
前

９
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄
柴
自
衛
隊
弓

道
場
▼
種
目
・
：
○
個
人
（
近
的
）
＝

女
子
、
男
子
初
級
（
３
段
以
下
）
、

男
子
よ
級
（
４
段
以
上
）
ｏ
団
体
（
近

的
）
＝
個
人
戦
と
併
用
▼
対
象
・
：

宇
治
市
民
と
市
内
通
勤
・
通
学

者
▼
参
加
費
・
・
・
社
会
人
四
百
円
、

学
生
二
百
円
ｙ
申
し
込
み
・
問
い

令
幻
せ
…
住
所
、
氏
名
、
職
業
（
学

校
名
と
学
年
）
、
電
話
番
号
、
段
位
、

立
順
（
団
体
だ
け
）
か
明
記
し
、
参

加
費
忿
添
え
て
現
金
書
留
で
〒
6
1
1

小
倉
町
蓮
池

1
0
9
－
1
5
、
河
野
弥
一

’
兄
（
ａ
⑩
ｙ
０
２
７
）
へ
。
２
月

2
0
日
必
着
。
　
（
市
民
体
育
課
）

　
戦
傷
病
者
乗
車
券

　
引
換
証
の
交
付

　
昭
和
六
十
年
度
分
の
戦
傷
病
者

財
や
茶
室
な
ど
ａ
力
所
の
ポ
イ
ン

ト
巡
り
。
ス
タ
ン
プ
有
り
、
ク
イ

ズ
に
も
挑
戦
。
抽
選
で
3
0
人
に
市

内
有
名
料
理
店
の
食
事
券
奮
媚
呈

▼
ポ
イ
ン
ト
・
…
橋
寺
・
宇
治
上

神
社
と
宇
治
神
社
（
甘
酒
）
・
興
聖

寺
（
葉
茶
が
ゆ
）
・
中
村
藤
吉
本
店

　
（
茶
室
、
舟
松
）
・
上
林
春
松
本
店

　
（
茶
室
、
記
念
館
）
・
伊
藤
久
本
店

　
（
茶
室
）
・
平
等
院
・
宇
治
市
観
光

セ
ン
タ
ー
。
茶
室
で
は
抹
茶
と
お

菓
子
の
接
待
有
り
▼
参
加
券
上

人
千
円
。
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー
・

観
光
案
内
所
・
京
阪
交
通
社
各
営

業
所
で
２
月
１
(
Ｍ
日
叫
か
ら
３
月
２

日
出
ま
で
発
売
。
電
話
予
約
可
▼

問
い
合
わ
せ
・
・
・
宇
治
観
光
協
会

　
（
容
⑩
3
3
3
4
）
へ
。

　
な
お
、
開
催
日
の
午
前
十
時
か

ら
午
後
一
時
ま
で
、
国
鉄
と
京
阪

の
両
宇
治
駅
、
宇
治
市
観
光
セ
ン

タ
ー
で
、
参
加
券
と
引
声
替
え
に

ス
タ
ン
プ
帳
と
記
念
品
を
お
渡
し

し
ま
ず
。
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
　
少
年
少
女

　
　
陸
上
競
技
教
室

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
6
日
脚
～
2
9
日

吻
と
４
月
１
日
側
～
４
日
團
の
８

日
間
、
時
間
は
午
前
９
時
半
～
1
1

時
4
5
分
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
陸

上
競
技
場
▼
対
象
・
：
小
学
生
男
女

8
0
人
▼
内
容
・
：
走
・
跳
の
基
本
的

技
術
と
応
用
技
術
の
学
習
▼
参
加

費
・
・
・
三
千
二
百
円
▼
申
し
込
み
・

問
い
／
ｎ
ｏ
ｔ
i
-
往
復
は
が
き
に
、

教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
か
萌
記
し
、
〒
Ⅲ
広
野

町
八
軒
屋
谷
１
、
山
城
総
合
運
動

公
園
管
理
事
務
所
（
豊
＠
Ａ
１

面
の
「
所
得
の
無
か
っ
た
方
」
欄

の
該
当
個
所
に
記
入
し
て
提
出
し

て
ぐ
だ
さ
い
。
　
吊
民
税
課
）

　
在
宅
障
害
者

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
4
日
面
、
午
前

1
0
時
１
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
…
総

合
福
祉
会
館
料
理
講
習
室
▼
対
象

…
肢
体
障
害
者
▼
内
容
…
日
常
健

康
食
▼
指
導
…
京
都
文
教
短
期
大

学
教
授
・
飯
塚
久
子
さ
ん
▼
材
料

費
・
・
・
約
五
百
円
▼
持
参
品
・
・
・
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
灸
ん
、
布
き
ん
、
米

一
合
、
筆
記
用
具
、
▼
申
し
込
み
・

問
い
令
り
せ
・
・
・
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
豊
⑩
5
6
5
4
）
へ
。

　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
素
顔
の
宇
治

　
み
て
あ
・
る
記

　
▼
と
き
…
３
月
３
日
面
、
午
前

1
0
時
～
午
後
４
時
▼
内
容
・
・
・
早
治

の
味
覚
忿
采
し
み
な
が
ら
、
文
化

日
脚
か
砥
甘
ｓ
ま
で
に
小
倉
公

民
館
（
ａ
⑩
4
6
8
7
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

　
お
　
話
　
し
　
会

　
▼
と
き
・
：
２
月
1
3
日
困
、
2
7
日

團
、
午
後
３
時
Ａ
時
半
▼
と
こ

ろ
・
：
小
倉
公
民
館
保
育
室
▼
内
容

…
読
み
立
笹
・
紙
芸
居
・
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
▼
お
話
し
…
絵

本
の
会
会
員
▼
対
象
…
幼
児
と
小

学
校
低
学
年
。

　
当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
文
学
サ
ー

ク
ル
会
員
に
よ
る
「
子
μ
石
の
本

２
月
1
2
日
か
ら
斥
け
付
け
。

　
（
小
倉
公
民
館
〉

　
▼
と
章
・
・
（
こ
ラ
じ
作
り
）
２

月
2
1
日
團
。
午
後
１
時
～
４
時
、

　
（
み
そ
作
り
）
２
月
2
3
日
出
、
午

前
９
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
小
倉

公
民
館
▼
講
師
・
・
・
京
都
農
業
改
良

普
及
所
宇
治
支
所
、
田
村
そ
の
え

さ
ん
▼
費
用
・
・
・
材
料
代
八
百
円
▼

定
員
・
：
2
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し

込
み
・
・
・
小
倉
公
民
館
（
小
倉
町
寺

内
9
1
・
豊
⑩
4
6
8
7
）
へ
材
料

代
夕
添
え
て
、
直
接
来
館
で
。
受

け
付
け
は
２
月
1
2
日
か
ら
。

　
　
　
　
　
◇

　
ジ
ュ
ニ
ア
歴
史
教
室

’
小
倉
の
歴
史
や
風
習
、
遊
び
な

ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
３
月
２
日
出
、

午
嘗
々
協
「
小
倉
の
祭

し
①
」
＝
巨
椋
池
の
あ
っ
な
Ｉ
ろ

の
小
倉
の
よ
う
す
、
３
月
1
0
日

面
、
午
前
1
0
時
～
正
午
『
小
倉
の

ひ
か
し
②
』
―
昔
の
く
ら
じ
・
遊

び
▼
講
師
…
小
倉
喜
老
会
心
一
長
・

野
口
儀
三
郎
さ
ん
と
歴
史
資
料
館

職
員
▼
会
場
・
・
・
小
倉
公
民
館
▼
対

象
・
・
・
小
学
校
４
年
生
以
上
の
児
童

と
中
学
生
▼
申
し
込
み
…
２
月
1
2

助
成
対
象
者

社
会
教
育
研
究
集
会

市
・
府
民
税

申
告
は
お
早
目
に

消費生活講座

学びませんか

店税金・契約

の知識

受
講
者
を
募
集
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